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矢 
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野 
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序 

論 

 

崎
門
学
派

と
と
も
に
崎
門
の
三
傑
と
称
せ
ら
れ
た

浅
見
絅
斎

一
六
五
二-

一
七
一
一

直
方
が
朱
子
学

の
超
越
性
・
普
遍

性
・
規
範
性
を
重
視
し
た
の
に
対
し

に
お
け
る
道
理
の
実
践
を
強
調

し
た

ま
た
絅
斎

師
の
闇
斎
が
君
臣
関
係
を
絶
対
視
し
た
の
を
継
承

主

君
に
対
す
る
臣
下
の
絶
対
的
な
忠
義
を
重
視
し
た

朱
子
学
の
修
養
方

法
の
二
本
柱

闇
斎
学
派

に

偏

対

絅
斎

の
字
を
重
視
し
た

君
臣
の
大
義
に
対
す
る
師
闇
斎
の
考
え
を
遺
憾
な
く
世
に
知
ら
し
め
た
と
絅
斎
が
自
負

す
る

も

が
考
察
の
対
象

そ
の
執
筆
意
図
は
絅
斎
が
重
視

に
よ
る
君
臣
の

に
臣
下
の

の
解
明
と
宣
揚

 

絅
斎

近
世
日
本

の
数
少
な
い
注
釈
の
一
つ

で
あ
る

は
も
と
絅
斎
が
朱
熹

と

を
講
義
し
た
記
録

写
本
の
形
で
広

早
稲
田
大
学
出
版
部

先
哲
遺
著 

と
し

て
刊
行
さ
れ
普
及

楚

の
対
象

絅
斎
が
重
視
す
る
学
問
方
法
で

を
軸

と
の
関
連
を
考
察
す
る
と

従
来
注
目

朱
熹
の
境
遇
・
心
情
の
解
明

楚
辞

の
特
徴
の
一
端
を
明

 

 

一 

と 

 

１ 

と 

絅
斎
は

の

の
忠
義
を
宣
揚
す
る
目
的

楚
の

か
ら
明
の
方
孝
孺
ま
で
中
国
の
忠
臣
八
名

と

と
を
編
集

と

を
刊
行

絅

斎
の
主
著
と
い
え
る
こ
の
書

絅
斎
門
下
で
繰
り
返
し
講
義

世
に
も
広
く
行
わ
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事
歴
・
遺
言
か
ら
成

の
構
成

具
体
的
な
忠
臣
の

と
い
う

を
通
し
て
直
接
的
に
君
臣
の
義
理
を
体
得
す
る
こ
と
を
狙

絅
斎

の
開
講
に
際

の
意
図
を
次
の
よ
う
に
語

 

 

蓋
空
言
ヲ
以
テ
義
理
ヲ
説

實
ニ
其
事
歷
ヲ
擧
テ
閲
ス
ル
ノ
尤
親
切

感
發
興
起
餘

其
事
ヲ
擧
テ
閲
ス
ル
ハ
固
ヨ
リ

ル
ニ
其

將
絶

自
み
ず
か
ら

鳴
ノ
言
ニ
至

又
忠
臣
義
士
平
生
ノ
蘊つ

む

ヨ
リ
流
出
シ

聲
氣
ニ
見
ハ
ル
ゝ

眞
ニ
風
采
心
志
實
ニ
見

リ
接
ス
ル
ガ
如
ク
ナ
ル

レ

是
可
レ

得
事

因
テ

敬
つ
つ
し
み

テ
其
遺
言
ヲ
表
シ

テ
各
篇
ノ
骨
子

其
ウ
ヘ
ニ
夫
ノ
事
歷
ノ
的
切
ニ
シ
テ
感
發
ス
ベ
キ
者
ハ
採

テ
其
前
ニ
錄

讀
者
ヲ
シ
テ
幷
考

千
載
ノ
下
萬
里
ノ
遠

今
日
吾
心
ノ

向
フ
所
彼
此
ノ
へ
ダ
テ
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲

ニ
此
編
特
ニ
士
タ
ル

者
ヲ
シ
テ
大
義
ノ
端
的
ヲ
知
テ
切
磨

學
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
一
歩
モ
其
身
ヲ
動
カ

君
ニ
事
ヘ
己
ヲ
處

皆
幸
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
妄
ナ
ル
事
ヲ
識
テ
疑

以
レ

此

 

ヲ

武
士
ノ
小
學
ト
ス
ル
モ

ニ
朱
子
小
學
稽

古
篇
明
二

君
臣
之
義

 

ヲ

一

ノ
遺
意
ニ
附
ス
ト
云
レ

爾し

か

 

 

に
事
歴
を
掲

空
言
ヲ
以
テ
義
理
ヲ
説

實
ニ
其
事
歷

ヲ
擧
テ
閲
ス
ル
ノ
尤
親
切

感
發
興
起
餘

だ

け
の
義
理
の
説
明

事
実
行
為
の
提
示
の
方
が
読
者
に
切
実
に
感
激
奮
起
を
も
た

忠
臣

將
絶

自
み
ず
か
ら

鳴
ノ

今
際

い

ま

わ

の
際き

わ

に
発
す
る

を
掲

忠
臣
義
士
の
平
生
の
真
情
が
口
吻
と
気
迫
と
を
伴

表
出

目
の
当
た
り
に
そ
の
態
度
・
意
気
に
接
す
る
が
ご
と
く
読
者
に
働
き
か
け
る
か
ら

 

忠
臣
義
士
の
末
期
の
言
葉
と
具
体
的
な
事
歴
と
か
ら
構
成

の
表
現
と

大

格
物

と
の
関
係
を

絅
斎
は
次
の
よ
う
に
語

 

 

デ
云
如

君
臣
ト
イ
フ
物
ニ
テ
詮
索

君
臣

ト
云

尺
障
子
ナ
リ
ニ
ツ
キ
合

合

合

古
今
ノ
君

臣
ノ

ノ

ノ
説
ヒ
タ
ト
ヨ
セ
合

不
審
ヲ
カ
ケ
疑
ヲ
ツ
ケ
ホ

我
心
ニ
次
第

〲
ニ
君
臣
ノ
ナ
リ
ガ
心

臣
ノ
義
ガ
心

夫
遺
言
ト
イ
フ
書
ニ
テ
君
臣
ト
云
モ
ノ
ヲ
吟
味

我
心
ノ
理

此
物
ノ
一
字
ガ
ス
グ
ニ
ワ
ザ
ゴ
ト
ノ
ナ
リ
ジ
ヤ

ト
イ
フ
事

只
大
事
ノ

ノ
學
ヲ
ス
ル

ノ
字
ノ
親
切
ヲ
不
レ

物
ナ
リ
ト
イ
ノ

マ

マ

事
ヲ
離

理
ヲ
窮
ム
ル
論
ニ
ナ
ル

ヲ
云

物
ノ
字
ヲ
知
ラ
ザ
ル

10

 

 

の
学
問
方
法

に
格い

た

物
ナ
リ
ト
イ
ノ

マ

マ

フ

事
ヲ
離

理
ヲ
窮
ム
ル
論
ニ
ナ
ル

す
な
わ
ち
事
物
を
離
れ
て
理
を
窮

め
る
観
念
論

空
論
異
説
と
な
り
収
拾

遺
言
ト
イ
フ

書
ニ
テ
君
臣
ト
云
モ
ノ
ヲ
吟
味

我
心
ノ
理

に
記
し
た
忠

臣
の
事
歴
・
遺
言
に
基

観
念
で
は
な
く
君
臣

物
・

に
即
し
て
詮
索
・
吟
味
す
る
こ
と
で
我
が
心
の
理

君
臣

を
探
究
し
て
君
臣
の
義
を
心
得

実

に
よ
る
学
び
の
書

 

の
意
図
に
関

先
の
絅
斎
の

の
言
葉

以
レ

此
 

ヲ

武
士
ノ
小
學
ト
ス
ル
モ

ニ
朱
子
小
學
稽
古
篇
明
二

君
臣
之
義

 

ヲ

一

ノ
遺
意
ニ
附

武
士
ノ

武
士
が
少
年
期
に
学
ぶ
修
身
教

科
書
の
意

儒
教
的
教
養
人
の
育
成
を
目
的
に
朱
熹
が
学
習
効
果
を
考
え
て
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を
編
纂
し
た
意
図
に
沿

武
士
が
君
臣
の
大
義
を
効
果
的
に
学
べ
る
よ
う
に

絅
斎
が
編
述
し
た

意

 
朱
子
小
學
稽
古
篇
明
二

君
臣
之
義

 

ヲ

一

ノ

に
つ
い
て
も
説
明
を
要
す
る
注
11

朱
熹

は
内
外
二
篇
か
ら
成

内
篇
は
漢
以
前
の
儒
教
の
経
伝
や
人
物
に
基

づ
く
儒
教
倫
理
の
概
論

の
四
篇
か
ら

成

外
篇
は
漢
代
以
降
の
人
物
の
言
行
に
よ
り
内
篇
の
所
説
を
実
証
し
た
も

の
二
篇
か
ら
成

内
篇
各
篇
の
内
容
を
示

立
教
篇

は
儒
教
の
教
え
の
本
質
と

は
儒
教
が

の
教

敬
身
篇
は
儒
教
倫
理
の
実
践
は
日
常
の

の
集
中
専
一
の

の

に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
説

し
て
絅
斎

の
祖
型
と
し
た
稽
古
篇

上
記
三
篇
に
説
く
原
理
の
実
践
可
能

性
を
古
人
の
言
語
・
行
為

実
証

学
ぶ
者
を
感
奮
興
起
に
導

朱
熹
は
稽
古
篇
の
冒
頭
に
当
篇
の
趣
旨

往
行
を
摭ひ

ろ

前
言
を
実
に

此
の
篇
を
述

読
者
を
し
て
興
起
す
る
所
有

と
記

 

 

こ
の
稽
古
篇

父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
の
五
倫
に
関
す
る
言
行
が
収

録

明
倫
篇
で
は
そ
の
内
訳

の
標
題

区
分

稽
古
篇
に
は
そ

の
よ
う
な
標
題
に
よ
る
整
理

父
子
・
君
臣
な
ど
の
人
倫
関
係
で
言
行

例
え
ば
君
臣
の
関
係
で
収
録

暴
虐
な
紂
王
に
仕
え
た

の

の
放
伐
を
諫
め
隠
棲
し
て
餓
死

し
た

の
な
い
闇
夜
に
も
主
君
へ
の
礼
を
怠

君
の
仇
討
ち
を
果
た
し
た
予
譲
・
王
孫
賈
ら
計
八
名
の
事
歴

人
数

と
同
じ
八
名
な
の
は
偶
然

も

も
と
も
に
忠
臣

の
言
行
と
い
う
具
体
的

に
即

を
体
得
す
る

点
で
共
通

の
遺
意
に
沿

絅
斎

の
方
法
に
よ
る
君
臣
倫
理
の
体
認

 

 

２ 

絅
斎

 

は
絅
斎
の
学
問
の
特
色
と
さ
れ
る

注
12

絅
斎
は

の
講
義

格
物

ノ
一
ノ

で
あ
る
こ
と
を
次
の

よ
う
に
述

 

 

ガ
二

致
知
ト
ツ
マ
ツ
テ
格
物
ハ
知
ノ
キ
ハ
メ
様
ヲ
云

吾
ガ
心
デ
観
存
し
て
知
識
ガマ

マ

釈
氏
ガ
坐

禅
シ
テ
子
リ
出
ソ
フ
ト
ス
ル
様

本
来
無
一
物
ヲ
子
リ
出

虚

無
寂
滅
ヲ
子
リ
出

又
何
コ
ト
ナ
フ
明
白
端
的
ニ
義
理
ハ
天
下

ノ
事
物
ニ

ノ
道
理
ヲ
知
タ
ケ
レ
バ
父
子
君
臣
ト
云
モ
ノ
デ
ギ
ン

ミ
セ
子

心
デ
観
念
シ
テ
ハ
百
シ
テ
モ
何
ニ
モ
出

ハ

事
物
ニ
モ
ツ
テ
居
ル
義
理
ヲ
究
メ
ニ

〱

外
ニ
ナ
イ
ト
云

君
臣
ノ
道
理
ハ
君
臣
ト

ノ
道
理

ハ
父
子
ト
云
物
デ
究

大
学
ノ
始
ノ

カ
最
初
ノ
フ
ミ
出

ヽ
ノ
義
理

ヲ
ハ
ナ
レ

テ
ハ
面
々
ノ
知
識

斉
家
・
治
国
・
平
天
下
マ
テ
義
理
ノ
ギ
ン
ミ
カ
ラ

違
へ
バ
ド
ノ
様

念
ヲ
入

致
知

ト
云

ガ
大
学
ノ
一
ノ
大
事

13
 

  

学
問
の
目
的
・
方
法
を
説

で
最
も
重
要

格
ハ
ヒ
タ

事
物
ニ
モ
ツ
テ
居
ル
義
理
ヲ
究
メ
ニ

〱

外
ニ
ナ
イ
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ト
云

事
物
に
あ
る
義
理
を
徹
底
的
に

す
る
こ
と

致
知

致
知
と
密
に
結

知
を
究
明

の

ノ
始
ノ

ノ
フ
ミ
出

に
よ
る
義
理
の
究
明
が
肝
心
と
い
う

 

 

で
留
意

吾
ガ
心
デ

で
観
念
的
に

す
る
の

に
即
し
て
道
理
を
究
め
る
こ
と

形
ノ
立
タ
モ
ノ
ハ
ナ
ン
デ
ア
レ

具
体
的
な
外
形
を
具
え
た
対
象

大
デ
イ
ヘ
バ

人
デ
ハ
父
子
君
臣
夫
婦
長
幼
朋
友
マ
デ
ガ

デ
イ
ヘ
バ
一
屮
一
木
マ
デ
ガ
物

同
葉

人
に
お
い
て
君
臣
の

は
君
臣
と
い
う

具
体
的

に
即

父
子
の

は
父
子

に
即
し
て
究

明

反
対

物
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
ハ
面
々
ノ
知
識

と

ソ
レ
ハ
釈
氏
ガ
坐
禅
シ
テ
子
リ
出
ソ
フ
ト
ス
ル
様

無
を
ひ
ね
り
出

そ
う
と
す
る
も
の
だ
と
批
判

 

 

逆
に
言

に
即
し
て
道
理
を
究
明
し
尽

事
物
の
知
識
が
広
く
な

道
理
が
お
の
ず
と
明

 

 

吾
心
ニ
シ
ル
処

天
下
ノ
事
物
ニ
有

事
物
ニ
即

格
物
ノ

功
ヲ
ツ
ム
ホ
ド
知
識
ガ
ヒ
ロ
マ
リ

〱

致
知
格
物
ガ
誠
意
ト
モ
正
心

推
テ
治
国
平
天
下

義
理

朱
子
ノ

一
生
力
ヲ
用

云

格
物
ノ
字
義
ヲ
如
形
大
切
ニ

聖
賢
ノ
聖
賢
タ
ル
処

実
物
ニ
即

異

端
ヲ
実
ナ
イ
ト
云

物

誠
意
以
下
皆
物
ヲ
離

物
ノ
字
ガ
貫

14

 

 

に
即

の
方
法

究
明

を
基

へ
と
展
開

朱
子
が
生
涯

の
精
力
を
注

に
即

物

ノ
字
ガ
貫

こ
と
の
重
要
さ
を
強
調

 

 

に
即

か
ら
展
開

絅
斎

は
ど
の
よ
う
に
捉

次
の
よ
う
に
述

 

 

思
ハ
ク
ノ
通
ウ
ラ
ヲ
モ
テ
ナ
フ
表
裡
打
ヌ
キ
ノ
真
味
ニ
ナ
レ
ト
云
ヲ
誠
ト
ハ

此
意
ヲ
ヨ
イ
意
ノ
ワ
ル
イ
意
ノ
ト
云

意
ト
云
ハ
ア
ヤ

モ
悪
イ
意
ヲ
誠

様
有
体
マ
ギ
レ
ヌ
様
ニ

善
ハ

ハ
悪
ト
我
ニ
覚
ノ

ミ
ジ
ン
キ
ミ
ワ
ル
イ
コ
ト
ノ
ナ
イ
様

打

チ
ヌ
キ
ニ
ナ
レ
ト
云
コ
ト
ヲ
誠
意
ト

15

 

 

自
身
の
思
う
ま
ま
表
裏

打
ヌ
キ
ノ

り
の
ま
ま
の
真
実
に
な
る
こ
と
を

悪
イ
意
ヲ
誠

有
体
マ
ギ
レ
ヌ
様

有
り
の
ま
ま
明

我
ニ
覚
ノ

の
認
識
の
通

ミ
ジ

ン
キ
ミ
ワ
ル
イ
コ
ト
ノ
ナ
イ
様

少
し
も
後

誠

に
対
し
て
朱
熹

善
を
為
し
以
て
其
の
悪
を
去
る
を
知
れ

則
ち
当
に
実
に
其
の
力
を
用
ひ
て
其
の
自
ら
欺
く
を
禁
止

と
注

悪
の
除
去
・
自
己
欺
瞞
の

を
説
く
の
と
比
較

絅
斎

規
範

悪
い
意
を
矯
正

自
身
の
認
識

を
偽
り
飾
ら
ず
有

学
ぶ
者
の
主
体
性
・
主
観
性
に
重
点

が
置

 

 

ま
た

次
の
よ
う
に
述
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ハ
屹
度 

此
心

云
様
ニ
ヲ
コ
ヅ
イ
テ
云
コ

心
ガ
ユ
ガ
ン
ダ
モ
ノ
ユ
ヱ
正
フ
ス
ル
ト
思
フ
ハ
大

正

ハ
ロ
ク
正
面
ナ
コ
ト
ヲ

ガ
ダ
ヽ
イ
ロ
ク
正
面

親
ト
云
ト
愛
シ
イ
ト

云
様

親
ナ
リ
ニ
愛
シ
イ
心

親
ニ
向
フ
ナ
リ
ノ
ロ
ク

長
度 

鏡
ノ
明
カ
ナ
ヽ
リ
ニ
娟
媸
美
悪
ム
カ
フ
ナ
リ
ニ
照
ス
ガ
鏡
ノ
ロ
ク
正
面
ノマ

マ

ナ

人
心
モ
ソ
レ
天
下
ノ
千
差
万
別
ニ
応

皆
此
心
ニ
根
ザ
ヽ
ヌ
コ
ト
ナ

心

不
義
ナ
コ
ト
ニ
ハ
悪
ム
心
ト
ナ

凛
ト
ノ
屹
ト
ノ
四
角
四
面
ニ
タ
ダ
ス
ノ
ト
云

生
ノ
侭

ナ
リ
ガ
向
フ
ナ
リ

〱
ニ
ロ
ク
正
面
ニ
ナ
ツ

〱
ト
ナ
ル
処
ヲ

合
点

16

 

 

屹
度 

此
心

心
の
緊
張

リ
ン
ト
カ
マ
ヘ
テ

な
心
構

力

不
自
然
な
仕
方

心

ガ
ユ
ガ
ン
ダ
モ
ノ
ユ
ヱ
正

歪
ん
だ
心
に
矯
正
を
加

正
ハ
ロ
ク
正
面
ナ
コ
ト
ヲ

は
物
が
歪
ま
ず
真

直

す

有
り
の
ま
ま
に
現

鏡
が
人
の
美
醜

を
有
り
の
ま
ま
に
映
し
出

親
に
対
し
て
は
愛
し
い

れ
な
こ
と
に
は
悲

し
い
心

生
ノ
侭
ナ
リ
ガ
向
フ
ナ
リ

〱
ニ
ロ
ク
正
面

有
り
の
ま

ま
真

直
ぐ
向
き
合
う
よ
う
に
気
を
付

だ
と
い
う

に

対
し
て
朱
熹

欲
動
き
情
勝

其
の
用
の
行
ふ

い
は
其
の
正
を
失
は
ざ
る

能

中
略

是
を
以
て
君
子
は
必
ず
此
を
察
し
て
敬
し
み
て
以
て
之
を
直

と
注

情
欲
の

を
説
く
の
に
比
較

絅
斎

と

に
よ
る
矯
正

物
事
に

向
き
合
え
ば
自
然
に
生

有
り
の
ま
ま
の
素
直
な
心
情
の
発
現
に
重
点

 

 

具
体
的
な
事
物
に
即
し
て
体
認
し
た
義
理
を
有
り
の
ま
ま
素
直
に
発
現

学
ぶ
者
の
主
体
性
・
主
観
性
の
重
視
こ
そ
絅
斎
の
学
問
の
特
色

身
分
や

立
場
と
い
う
外
的
条
件
よ
り
も
内
な
る
心
情
を
重
視
す
る
絅
斎
の
屈
原
観
や
臣
下
観
の

底
流
を
な
す
特
徴
的
思
惟
と
い
え
る

注
17

 

 

と 

 

絅
斎

屈
原

具
体
的

を
通
し
て
直
接
に
忠
義
の
心

を
学
べ
る
点

お
よ
び

と

同
一
線
上
に
あ
る
著
作

 

 

こ
の

を
讀

君
に
忠
す
る
と
云

よ
く

〱
知

勿
論
聖
人
の
忠
を
説

足
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
な
け
れ

直
に
我
身

眞
實

忠
愛
自
然
の
本
心
の
離
れ
ら
れ
ぬ
を
知
る

は
此
書

の
體
は
變

情
の
切

三
百
篇
に
恥

朱
子
の
註
を
讀

思
う
て
讀

屈
原
が
博
學
な
も

〱
吟
味

朱
子
の
大
博
識
で
吟
味
し
て
註
せ
ら

文
章
の
為

格
物
の
為

善

三
體
詩
な
ど
を
讀

本
方
の
詩
を
讀
む
こ
と
ゝ
と
合
點

楚
辞

18

 

 

を
読

特
に
朱
熹
の
注
釈
を
通

を
読

格
物

の
為
に
も
善

直
に
我
身

眞
實

忠
愛
自

然
の
本
心
の
離
れ
ら
れ
ぬ
を
知
る
は

屈
原
の
行
為
・
心
情
の
表

現
を
通

已
む
に
已
ま
れ
ぬ
忠
君
愛
国
の
心
情
を
身
を
以
て
体
認
す
る
の
に
格
好
の

書
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風
景
を
語

臣
子
の
君
父
に
離
る
ゝ
情
を
見

斯
樣
な
處

楚

辭
の
讀

の
深

文
章
で
語

詩

に
止
ま
れ
ぬ
情
を
歌

九
歌

湘
君

19

 

 

特

心
情
表
現
を
本
質
と
す
る
詩
歌
の
形
式

臣
下
の
至
情
・
忠
心
を
伝
え
る

の
価
値

点

に
匹
敵
す

る
準
経
書

 

 

絅
斎

と
朱
熹
の
注

共
通
の
屈
原
観
に
貫

例

に
は
屈
原
の
略
伝

懐
沙
賦

が
収
録

構
成
自
体

史

を
参
考
に
し
た
と
見

屈
原
の
略
伝

の
朱

に
記
す
略
伝
に
基

懐
沙
賦

の
本
文
も
全
く
朱
熹

に
依
拠
し
て
い
る

は

屈
原
を
理
解
す
る
参
考

朱

の

を
付
録

記
す

忠
君
愛
国
の

繾け
ん

綣け
ん

惻そ
く

怛だ
つ

自み
ず

か
ら
已や

む
能あ

た

は
ざ
る
の

楚

を
生

朱
熹
の
屈
原
像
を
明
示
し
て
い
る

列
伝
の
一
部
を
引
用
し
て
屈
原
の
正
直
・
忠
・
智
を
示

屈
原
は
怨
み
に
よ

り

を
著

司
馬
遷
の
屈
原
観
は
否
定

朱
熹
・
司
馬

遷
の
屈
原
観
に
つ
い
て
は

こ
の
よ
う
に
絅
斎

の

屈
原
に
関
す
る
記
述

を
拠
り
所

讒
言
を
受
け
追
放

さ
れ
て
も
一
途
に
主
君
・
祖
国
を
思
う

と
い
う
朱
熹
の
屈
原
観
を
受
け
継

 

 

絅
斎

崎
門
派
の
学
者
と
し
て
朱
熹
の
著
述
を
精
読

主
君
に
対
す
る
臣
下

の
忠
義
を
重
視

当
然
の
帰
着

朱
熹
が
晩
年
に
精
力
を
傾

楚

に
も
注
目

五
十
歳
の
絅
斎

一
年
を
か

け
て

を
講
義

絅
斎
の
講
義
を
高
弟
・
若
林
強
斎
が
筆
記
し

は
写
本
の
形
で
広

 

 

絅
斎

の
総
論
に
当

屈
原
は
學
も
あ

才

文
章

千
載
忠
義
の
一
人

其
忠
義
の
心
よ
り
發
せ
ら
る
ゝ

注
20

と
述

屈
原
の
忠
心

を
生

う
朱
熹
の
屈
原
観
を
受
け
継

の
注

と
の
関
係
に
触

 

 

を
編

屈
原
の

を
第
一
條
に
載

此
心
で
無

叛

叛
く
心
は
持
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
も
の

ぞ

21

 

 

絅
斎

に
屈
原
の
事
跡

の
一
節
と
を
掲
載

に
朱
熹
の
強
調
す
る
忠
心
の
本
質
が
見
て
取

に
基
づ
い
て

の
忠
心
を
解
き
明
か
す
絅
斎

朱

熹
に
依
拠
し
て
君
臣
の
大
義
を
宣
揚

の
延
長
線
上
に
成
立
し
た
著
述

換
言

忠
臣
の
理
想
を
示

の
原
点
で
あ

る

に
向
き
合

の
手
引

屈
原
の
行
動
・
心

情
を
読
み
解
い
た
書

 

因

師
絅
斎

を
受
け
継
い
だ
若
林
強
斎
も

か
ら

を
講
義

師
同
様
に

の
四
字
を
重
視

 

 

此
四
字
ガ
忠
臣
ノ
心
ノ
眞
味
ヲ
知
ル
處

楚
辭
ヲ
ヨ
ミ
テ
屈
原
ノ
屈
原
タ
ル
處

ヲ
見

ノ
靖
獻
遺
言
ノ
第
一
ニ
コ
レ
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を
含
む

忠
義
ノ
骨
髄
デ

ヲ
得

忠
ノ
字

楚
辞

22

 

 

朱
熹

の
心
情
が

の
本
質

絅

斎
は
忠
義
宣
揚
の

に

を
収
載

朱
熹
の
屈
原
観
を
受
け
継
い
で

と
を
深
く
関
連
づ
け
た

絅
斎
の
意
図

強
斎
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る

注
23

 

 

忠
心
を
学

の
書
お
よ
び
朱
熹

の
屈
原
観
の

と
い
う
共
通
性

と
密
接
に
関
係

屈
原

に
対
す
る
絅
斎
の
見
方
が
詳
細
に
窺
え
る
重
要
な
著
述

 

 

二 

屈
原
・
朱
熹
の
二
重
写
し
の
心
情
の
解
明 

  

の
文
意
や
屈
原
ら
作
者
の
寓
意
・
心
情
を
解
き
明

の
注
釈
で
あ
る
が

注
24

に
基
づ
く
注
釈

に
お
け
る

単

を
解

釈
す
る
手
引
き
と
い
う
意
味
を
超

朱
熹
の

の
状
況
や
そ
の
心
情

自
体
に
も
関
心
が
向

本
章

が
い
か
に
そ
れ
に
着
目
し

丹
念
に
解
釈
し
て
い
た
か
を
考
察

 

 

１ 

朱
熹
の
屈
原
観
の
継
承
・
宣
揚 

 

の
屈
原
観
の
考
察
に
先
立

朱
熹
以
前
の
屈
原
観
の
形
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た

前
一
四
五-

前
八
六

の
屈
原
観
を
確
認

 

 

屈
原
の
最
古

伝
記
は
司
馬
遷

屈
原

作
者
と
そ
の
作
品
と
し
て
初

め
て
明
確
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

注
25

は
屈
原

の
動
機
を
こ

う
述

 

 

屈
平 

王
の
聴
の
聡

讒
諂
の 

明
を
蔽

邪
曲
の 

公
を
害

方
正
の 

容
れ
ら
れ
ざ
る
を
疾に

く

故
に
憂
愁
幽
思
し
て
離
騒
を
作

離
騒

猶
ほ
離
憂

は
道
を
正
し
く
し
行
を
直

忠
を
竭
く
し
智
を
尽

以
て
其
の
君
に
事つ

か

讒
人
之
を
間へ

だ

窮
す
と
謂

信
に
し
て

疑

忠
に
し
て
謗そ

し

能
く
怨
む
こ
と
無

屈
平
の 

離
騒
を
作

蓋
し
怨
み
よ
り
生

26

 

 

司
馬
遷

君
主
へ
の
忠
諫
が
聞
き
入

屈
原

怨
み
よ

り
生

文
学
と
見

司
馬
遷
自
身
の
悲
運
・
不
遇
と
屈
原
の
そ
れ

と
を
重
ね
合

司
馬
遷
以
後

の
屈
原
観

屈
原
の
悲
運
・
不
遇
と
結
び
つ
け
ら
れ

注
27

の
基
本
線

注
28

 

 
し
か
し
朱
熹

司
馬
遷

を
主
君
へ
の
怨
み
か
ら
生
ま
れ
た
と
は

屈
原
は
主
君
を
思
慕
す
る
の
み
で
怨

強
調
し
た

注
29

に
言

 

 

原
の
人
と
為

其
の
志
行 

或
い
は
中
庸
を
過
ぎ
て
以
て
法
と
為
す
べ
か
ら
ず
と
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雖

然
れ
ど
も
皆
忠
君
愛
国
の
誠
心
よ
り
出

原
の
書

其
の
辞
旨 

或

い
は
跌
宕
・
怪
神
・
怨
懟
・
激
発
に
流
れ
て
以
て
訓お

し

へ
と
為
す
べ
か
ら
ず
と
雖

然
れ
ど
も
皆

ら
已
む
能
は
ざ
る
の
至
意
よ
り
生

30

 

 

朱
熹
か
ら
見

は
屈
原
の

忠
君
愛
国
の

ら
已

む
能
は
ざ
る
の

す
な
わ
ち
一
途
に
主
君
を
思
い
傷
み
悲
し
み
痛

已や

む
に
已

ま
れ
ぬ
忠
君
愛
国
の
誠
心
・
至
意
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

は
こ
の
屈
原

の
心
意
を
宗
と
す
る
書

 

 

朱
熹
の
抱
く
屈
原
観
を
受
け
継
い
で
宣
揚

師

の
数
多
の
事
例
か
ら
数
例
を
示

 

 

に
対
す
る
絅
斎
の
総
説
に
当

の
記

述

絅
斎

漢
唐
以
来
の
文
人

の
好
色
・
仙
術
の
描
写
を
事

実
と
受
け
取

屈
原
の
真
意
を
知
ら
ぬ
誤
解
だ
と
し
て
次
の
よ
う
に
記

 

 

屈
原

君
の
事
を
直
に
指
さ
う
樣

好
色
に
托

君
を
餘
義
な
う

慕
う
情
を
發

仙
術
に
托

長
生
し
て
成
り
行
く
末
を
見
た
い
と
云

何
と
ぞ
し
て
君
の
耳
へ
も
入

御
目
も
あ
か
う
か
と
云

忠
心
徹
底

の
旨
あ
る
事
を
知

君
に
叛
く
の
國
が
つ
ぶ
れ
て
か
ら

裏ウ
ラ

反カ
へ

る
の
と
云

ど
う
も
君
の
離
れ
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
の

忍
び
ぬ
惻
怛
の
心

結
ん
だ

の
樣
に
思
ふ
ゆ
ゑ

此
書
全
體

忠
の
吟
味
が

31

 

 

に
は
屈
原

忠
心
徹
底
の

が
託

忠
の
吟

の
眼
目

 

 

ま
た

に
対
す
る
絅
斎
の
注
は
次
の
よ
う
に
述

 

 

解
い
て
も
解
い
て
も
解
け
ぬ
樣

云

こ
ゝ
が
忠
臣
の

の

カ

と
忘
れ
う
と
し
て
も
忘

解
か
う
と
し
て
も
解

宛

棄
て
ら
れ
た
女
房

夫
の
こ
と
が
離
れ
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
様

結
ん
だ
思

解
い
て

も
解
い
て
も
解

至
親
至
切
至
極
の
本
心

此
意
か
ら
出
た
も

32

 

 

朱
熹

の
情

絅
斎

と
指
摘

価
値
・
値
打

か
ら

の
意

の
要
点
・
眼
目
の
意
と
考

 

 

ま
た

の

吾 

将
に
彭
咸
の
居
る
所
に
従
は
ん

の
絅
斎
注
に
言

 

 

つ
ゞ
ま
る
處
の
本
意
を
云

楚
國
の
忘
れ
ら
れ
ぬ
本
心
を
云

云

本
國

用
ひ
ら
れ
ず
暗

都
へ
歸
り
て
見

人
が
無
け
れ
ば
用

諸
國
を
廻

他
の
君
へ
事

ふ
る
心

我
身
の
處
す
る
處

身
を
投
げ
て
死

忠
臣
の
情
は
千
載

同

彭
咸
の
居
る
處
に
從

何
う
も
堪

楚
國
の
亡
び
る
を
見
る
に
忍
び
ぬ
と
云
う
て
死

忠
義
の
心
は
餘
義
無

大
過

中
庸
に
過
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忠
義
の
心
は
此
處
で
見

の
切

聖
人
か
ら
云

法
り
に
過

本
心
か
ら

見

餘
義
な
い
繾
綣
の
心

(

楚
辞

 

33

 

 
の

に
過

踏

屈
原

忠
義
の

綣
の

が
切
な
る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
強
調

 

 

の
作
品

例

湘
君
を
探
し
求

め
て
会

愛
慕
の
心
が
已

身
に
帯
び
た
玦
佩
を
解
い
て
湘
君

に
贈
る
と
い
う

そ
の
注
に
次
の
よ
う
に
言

 

 

如
何

繾
綣
惻
怛

止

直
に
達

手
に
も
取
ら
れ
ま
い
程

我
が
佩
や
玦
を
捨
て
ゝ
置
い
て
取

と
君
に
結
ぼ
ゝ
れ
て
在
る
心
の
解ホ

ド

忠

臣
の
心
の
至
極

斯
樣
な
處
を
極

味
は
ふ
筈

斯
樣
な
る
處

朱
子
の
發

數
千
載
埋
も
れ
た
屈
原
が
心
が
明

楚

34

 

 

の

を
踏

に
込
め
ら
れ
た
忠

臣
・
屈
原
の
心
情

数
千
年

解
明

言

朱
熹
の
屈
原
観
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
宣
揚

 

 

２ 

の
状
況
お
よ
び
朱
熹
の
心
情
の
解
明 

 

屈
原
の
心
情
と
朱
熹
の
そ
れ
と
が
二
重
写

注
釈

で
あ
る

注
35

は
佞
臣
の
讒
言
に
遭

楚
王
に
追
放
さ
れ
て
も
主
君
へ
の
忠
義

の
心
を
失

朱
熹
に
代
表
さ
れ
る
道
学
派

の
党
禁
に
お
い
て
韓
侂
胄
一
派

の

を
貼

同
志
が

次
々
に
弾
圧
を
受

朱
熹
自
身
も
職
名
・
役
職
を
剥
奪
さ
れ
て
朝
廷
を
追

慶
元

に
死
去
す
る
ま
で
党
禁
が
解

注
36

熹
の
最
晩
年
に
係

の
背
景

党
禁
に
よ
る
弾
圧
・
追
放
と
い
う
自

身
の
悲
運
・
不
遇

屈
原
の
心
情
を
解
明

朱
熹

自

身
の
鬱
屈
し
た
心
情
を
晴

朱
熹
を
尊
崇
す
る
絅
斎

屈
原
の
心
情
を
明

に
込
め
ら
れ
た
朱
熹
の
心
情

を
解
明

以
下
そ
の
例
証
を
挙

 

 

前
述

朱
熹

は
屈
原
の
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
繾

綣
惻
怛
の
忠
愛
の
心
意
か
ら
生

明
言

続
け
て
朱
熹

自
身
に
至
る

の
歴
史
を
振
り
返

屈
原
の
真
意

早
く
も
漢
代
の
司
馬
遷
や
劉
安
・

班
固
・
賈
逵
ら
に
伝

隋
唐
期
に
成

数
種
の
注
釈
も
散
逸
し
て
是
非
を

知
る
術

世
に
流
布
す
る

に
は
詳
細
で
あ
る
と
そ
の
意
義
を
評
価

其
の

の
本
質
的
な

に
関
し
て
は
価
値
を
認

 

 

其
の
大
義
に
至

則
ち
又
た
皆 

未
だ
嘗
て
沈
潜
反
復

嗟
歎
咏
歌

以
て
其
の
文
詞
の
指
意
の
出
づ
る
所
を
尋

遽に
わ

か
に
喩
へ
を
取
り
て
説
を
立

旁
あ
ま
ね

く
曲
証
を
引

以
て
強
ひ
て
其
の
事
の
已
に
然
る
こ
と
に
附
せ
ん

と
欲

是
を
以
て
或
い
は
以
て
迂
滯
し
て
性
情
に
遠

或
い
は
以
て
迫

切
し
て
義
理
に
害

原
の
為
す
所 

壹
鬱
と
し
て
当
年
に
申の

ぶ
る
こ
と
を
得
ざ

る
者

又
た
晦
昧
し
て
後
世
に
見あ

ら

は
れ
白あ

き

喻

强
附
於
其
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37

 

 

作
品
へ
の
沈
潜
熟
読

表
現
と
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
意
図
と
を
追
究

安
易
に
説
を
立
て
て
牽
強
付
会
な
解

釈

迂
遠
で
心
情
か
ら
離

解
釈
が
直
接
的
に
過
ぎ
て
文
意
が
損
な

わ
れ

そ
の

が
生
前
に
抑
鬱
さ
れ
て
表
明

後
世
に
至

覆
い
隠

旧
注
に
不
満
を
抱

く
朱
熹

の
執
筆
に
至

 

 

朱
熹
が
自
著
に
託
し
た
思
い
は
悲
壮

 

 

庶
幾

こ
い
ね
が
わ

く
は
読
者 

以
て
古
人
を
千
載
の
上
に
見
る
を

し
て
死
せ
る
者
作お

こ

る
べ

又
た
以
て
千
載
の
下
に
我
を
知
る
者
有
る
を
知

来
者
の
聞
か
ざ
る

を
恨
ま
ざ
る
に
足

嗚
呼

あ

あ 

悕か
な

是
れ
豈
に
俗
人
と
言
ひ
易
か
ら
ん同

前

序

 

 

朱
熹

の
執
筆

読
者
を
千
年
前
の

に
対
面

し

が
生
き
返

千
年
後
に

の
心
を
知
る
者
が
あ
る

と
知

自
分
の
真
意
が
後
世
に
伝

無
念
に
思
わ
せ
な
い
よ
う
に
し

願

朱
熹

作
品
に
感
情
移
入
し
て
熟
読
朗
詠

表
現
と
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
意
図
と
を
探
究

理
解
者
を
得
ぬ
ま
ま
死
ん
だ
屈
原

の
心
意
に
迫
り
解
明
に
努

 

 

朱
熹

慶
元
の
党
禁
で
孤
立
す
る
自
身
の
鬱
屈
し
た
心
意
に
共
感
し
て

く
れ
る
理
解
者

屈
原
と

の
う
ち
に
見
出

序
文
末
尾

嗚
呼(

あ
あ) 

悕(

か
な)

悲
嘆

久
し
く
理
解
者

を
得

屈
原
へ
の
共
感

現
に
孤
立
す
る
自
身
の
境
遇
へ
の
絶
望
で
あ
ろ

千
年
前
の
屈
原
の
鬱
屈
し
た
心
意
を
解
き
明

朱
熹
が
自
身
の
遣

り
場
の
な
い
思
い
を
将
来
の
理
解
者
に
托
す
る
書

注
38

 

 

絅
斎

の
序
文
に
対

単
な
る
文
意
の
解
説
の
域
を
超

朱
熹
を
代
弁
す
る
よ
う
に
丁
寧
に
解
説

 

 

千
載
遠

屈
原
の
顔
を
見
よ
う
樣

此
書
で

屈
原
の
心
を
得

千
載
の
上
で
面
を
見
知
る
と
云

萬
一
死

ス

も
の
が
生
き
て
出

吾
心
の
知

千
載
の
下
に
も
有

る
か
と
思
は
る
ゝ
で
有

來
者
が
此
旨
を
聞
知

と
云
ふ
の
恨

朱
子
の
身
に
感
じ
て
云

中

の
屈
原

今
出
さ
う
樣

出

恨

同
じ
旨

云
ヲ
知
リ
テ
ヨ
ク

〱

思
は
る
ゝ

樣

云

此

事

忠
臣
の
心
な
い
者
と
は
云
は
れ
ぬ

俗
人
と
言

易

云

39

 

 

自
分
の
心
意
は
朱
熹
の
理
解

同
じ
旨

云
ヲ
知
リ
テ
ヨ
ク

〱

思

屈
原
は
朱
熹
の
理
解

う
樣

不
満
に
思

文
言

朱
熹
は
忠
臣
屈

原
の
真
の
理
解
者

絅
斎
の
認
識
が
窺

屈
原
の
心
意

朱
子
の
身
に
感
じ
て
云

孤
独
な
忠
臣
屈
原
に
対
す
る
朱
熹
の
思
い

忠
臣
の
心
な
い
者
と
は
云

朱
熹
は
屈
原
を
自
身
に
重
ね
合
わ
せ
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絅
斎
の
理
解
が
見
て
取

 

 

３ 

の
状
況
把
握 

 

の
朱
熹
の
状
況

絅
斎

把
握

崎
門
派
の
学
者

に
対
す
る
尊
崇

は
絶
大

絅
斎
も
数
度

を
講
義

書
を
通
じ
て
朱
熹
の

人
と
な
り
を
敬
仰

講
義
を
終
え
た
絅
斎

に
次
の
識
語
を
記

 

 

吾
輩
の
ご
と
く
平
日 

朱
子
の
学
に
従
事
す
る
と
称
す
る

を
誦
し
其
の
徳

を
仰

惟
に
裘
葛
芻
豢
の 

身
に
切

而
し
て
其
の
至
る

所 

其
の
守
る

つ
て
此
の
書
の
棄
つ
る
所
に
出

則
ち
朱
子
の
罪
人

孰た
れ

か
此
よ
り
大
な
る
者
有

而
し
て
又
何
の

顔
か
ん
ば
せ

あ
り
て
重
ね
て

此
の
篇
を
披ひ

ら

き
て
再
び
其
の
義
を
講

夫そ

れ
千
載
の
遠

万
里

の
遥

俯
仰
慕
向
の

は
上
に
在い

ま

し
て
我
に
臨

斯
の
人 

敢
へ

て
忽
忘

若
吾
輩
平
日
称
從

不
惟
裘
葛
芻
豢
之
切
于
身
而
已

而
其
所

40

 

 

朱
子
学
者
た
る

に
親

自
身
の
行
為
・
信
条

に
記
す
朱
熹
の
生
き
方
に
違
背

上

朱
子
の

絅
斎

朱
熹
の
思
想

人
格
に
向
き
合

信
仰
に
近
い
心
情
を
抱

高
弟
の
若
林
強
斎

朱
子
ノ
書

朱
子
ノ
人
ト
ナ
リ
ヲ
シ
ラ
デ
叶
ハ
ヌ
コ
ト
ニ
テ

41

絅
斎
一
門

に
よ
り
朱
熹
の
人
と
な
り
に
迫
る
こ
と
が
重
要

 

 

の
朱
熹
の
状
況

絅
斎
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の

絅
斎

の

冒
頭

朱
子

行
状 

 

一
五
〇
一-

が
注
し

に
基
づ
く
講
義
録
で
あ
る

注
42

の
状
況
に
対

す
る
絅
斎
の
理
解
が
窺

 

 

李
滉
注

の
完
成
時
期
を

の
説
に
基

づ
き
寧
宗
の
慶
元
元

の
年

朱
熹
の
弟
子

の
楊
楫
の
跋
文
を
引
用
し
て
朱
熹
が
楊
楫

の
注
釈
を
見
せ
る
場
面
を
記

ま
ず
慶
元
元
年
の
李
滉
注
を
掲

 
 

 

是
の
歳 

楚
辞
集
註
成

楊
楫
の
跋
に
云

 

先
生
に
考
亭
精

舎
に
侍

時
に
朝
廷 

党
人
を
治
む
る
こ
と
方
に
急

先
生 

時
を
憂
う
る
の

意 

屢
し
ば
色
に
形あ

ら

一
日 

学
者
に
出
し
示
す
に
釈
す
る
所
の
楚
辞
一
篇
を

以

某 

退
き
て
之
を
思

先
生
平
居 

学
者
に
教

首
に
大
学
・
語
・

孟
・
中
庸
の
四
書
を
以

次
い
で

た
次
い
で

の
詞

章
に
至

特
に
余
論
に
之
に
及

乃
ち
独
り
楚
辞
の
解
釈
を
為

其
の
義 

何

然
る
に
先
生
終
に
言

某
輩
も
亦
た
敢
へ
て
窃
か
に
請
ふ

こ
と
有

乃
獨
爲
楚
辭

43
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こ
の
李
滉
注
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
絅
斎
の
講
義
が
下
記

屈
原
お
よ
び
朱
熹
の

心
の
襞
に
分
け
入
る
よ
う
に
丁
寧
に
解
き
明
か
す
様
が
見
て
取

長
文
を
厭
わ

ず
引
用

の
歳 

楚
辞
集
註
成

解
説

 

 

是
歳 

楚
辭
ノ
註
ガ
出
來

此
楚
辭
ノ
註
ヲ
ナ
サ
レ
タ
ハ
イ
カ
フ
旨
ア
ツ
テ
ノ

追
取

此
時
朱
子
ノ
君
ニ
事

讒
者
ノ
爲
ニ
阻
テ
ラ
レ

テ
罪
ヲ
蒙

何
卒
ト
君
ヲ
思
召

思
召
シ
ノ
通
リ

思
召
ノ
通
リ

上
ヘ
通

却
テ
禍
ヲ
被

屈
原
ノ
チ
ヤ
ウ
ド
懷
王
ニ
事
ヘ
ラ

 

屈
原
ハ
懷
王
ト
君
臣

血
脈
ノ
ツ
ヾ
キ
タ
君
臣

去
フ
ト
シ
テ
去

〱
君
ノ
蔽

屈
原
ニ

ア
リ
テ
ド
ウ
モ
イ
ヘ
ヌ

ム
能
ハ
ザ
ル
ノ

ヲ
思
フ
ノ
本

心
ノ
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
處
ガ
爰

此
心
カ
ラ
シ
テ
離
騷
經
ヲ
歌
ヒ
出
サ

離
騷
經
ナ
リ
ト
モ
顯

此
后
萬
カ
一

ニ
モ
サ
テ

〱
カ
ホ
ド
ニ
屈
原
ハ
君
ノ
コ
ト
ヲ
思
テ
居
タ
コ
ト
カ
ト
云

君
ノ
御

目
ノ
ア
カ
ル
ヽ
コ
ト
モ
ア
ラ
フ
カ
ト
云

心
ノ
ヤ
マ
レ
ヌ
カ
ラ
シ

 

カ
ウ
云
コ
ト
ヲ
考

今
更
朱
子
ノ
身
ニ
ヒ
ツ
シ
リ
ト
ツ
マ
サ
レ
テ
キ

定
メ
テ
屈
原
ノ
懷
王
ヲ
大
切
ニ
思
ハ
ル
ヽ
心
モ
カ
ウ
シ
タ
コ
ト
デ
ア
ロ
ウ
フ

朱
子
ノ
心
ニ
感
慨

已
ム
ニ
ヤ
マ
レ
ヌ
所
カ
ラ

事
體
ノ
ヒ
シ
ト
相
カ
ナ
フ
所
ニ
感

離
騷
經
ヲ
ト
リ
テ
註
ヲ
ナ

爰
カ
大
事
ナ
旨

44

 

 

第
一
段

が
完
成
し
た
と
さ
れ
る

が
讒
言

て
主
君
と
離
間
せ
ら
れ
迫
害

朱
熹
と
屈
原
と
の
境
遇
の
類
似

が
述

ム
能
ハ
ザ
ル
ノ
忠

ヲ
思
フ
ノ

に
托

将
来
の
主
君
の
理
解
と
改
心
に
期
待
し

屈
原
の
状
況
・
心
情

朱
子
ノ
身

朱
子

ノ
心
ニ
感
慨

の

ノ
ヒ
シ
ト
相
カ
ナ
フ
所
ニ
感

た

の
を
契
機
と
し
て
朱
子

に
及

状
況
が
詳
述

 

 

続
け
て
絅
斎

朱
熹
と
揚
楫
と
の
対
面
の
場
面
を
解
説

の

状
況
・
心
情
に
関
わ
る
部
分
を
摘
録

 

 

此
朱
子
ノ
註
ヲ
ナ
サ
レ
タ
旨
ヲ
至
極
得
タ
人
ハ
揚
楫

朱
子
ノ
門
人

此
註
解
ナ
サ
レ
タ
旨
ヲ
至
極
知
リ
ヌ
イ
テ
ノ
云
分

ト

云

此
後
ニ
出
テ
ア
ル
朱
子
ヲ
偽
學
ト
云
コ
ト
ヲ
云
ヒ
出

今
ノ
切
支
丹
ヲ

吟
味

偽
黨
ト
云
テ
門
人
衆

宿
ノ

先
生
モ
終
ニ
ド
ウ
云
コ
ト
デ
註
解
ヲ
シ
タ
ト
云
コ
ト

ヲ
仰

拙
者
或
カ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
ド
ウ
云
コ
ト
デ
註
ヲ
サ
ナ
レ
タ

ト
云
コ
ト
ヲ
敢
竊
ニ
御
伺
イ
申

云
分

楊
楫
ノ
朱
子
ノ
旨
ヲ
得
ラ
レ
タ
ト
云

此
ワ
ケ
ノ
云

至
極
楚
辭
ノ
旨
ヲ
得
タ
ト
云

云

味
ヲ

感
慨

同
年

 

 

当
時
の
朱
熹
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境

絅
斎

今
ノ
切
支
丹
ヲ
吟
味
ス
ル
ヤ
ウ
ニ

と
日
本
の
状
況
に
置
き
換
え
て
生
々
し
く
想
像

に
込
め
た
思
い
を
言
葉
に
せ
ぬ
朱
熹

沈
黙
に
師
の
著
述
の
意
味
を
黙
識
す
る
揚

楫

師
弟
の
無
言
の
対
話
に
対
し
て
絅
斎

此
ワ
ケ
ノ
云

至
極
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楚
辭
ノ
旨
ヲ
得
タ
ト
云

味

感
慨

言
葉
に
な
ら
な
い
朱
熹
の
苦
衷
を
汲
み
取

 

 

は
屈
原
の
境
遇
・
心
意

に
朱
熹
が
我
が
身
を
重
ね
合
わ
せ
て
著
し
た
注
釈

絅
斎
が
明
確
に
把
握
し
て

絅
斎
が
朱
熹
の
深
い
憂
い
を
理
解
し
共
感
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ

 

 

４ 

に
お
け
る
朱
熹
の
境
遇
・
心
情
の
解
明 

 

の
根
柢

屈
原
の
み
な
ら
ず
朱
熹
の
境
遇
や
心
情
に
思
い
を

致

明
ら
か
に
す
る
志
向

次

は
そ
の
一
例

 

 

朱
子
は
韓
侂
胄
の
禍

何
ほ
ど
諫
を
申
上
げ
て
も
聞

ワ
ケ
ナ

朱
子
一
人
し
て
天
下
の
相
手
に
な
る
樣
に

終
に
韓
侂
胄

朱
子
を
僞
學
と
名
付

道
學
を
潰

朱
子
の
諫
は
用

退
い
て
こ
の

を
讀
ん
で

屈
原

三
代
以
來
の

忠
臣

其
時
に
欝
し
て
上
へ
達
せ
ざ
る
さ
へ
憾

此
書
を
讀
む
者

忠
義
の
心
を
知

皆

曲

〱

よ
く

〱
正
直
の
情

飽

楚
王
の
耳
に
入
ら
ぬ
さ
へ
ぢ
や

屈
原
が
情
の
萬
世
に
達
せ
ざ
る
こ
と
を
悲
う
思

の
身
に
ひ
つ

し
り
と
思
召
し
合
せ
て
此
註

こ
ゝ
に
於
て

屈
原
忠
義
の
心
が

再
び
明

其
思
召

此
樣
に
註
を
し
て
置

歌

の
心
も
開
か
う
か
と
云

餘
義

君
を
歎
く
の

切
な
い
心

45

 

 

の

で
あ
る
屈
原

忠
義
の

屈
原
と
同
様
に
迫
害
孤
立
の

境
遇

朱
熹

の
身
に
ひ
つ
し
り
と
思
召
し
合
せ
て
此
註
を
な
さ

の
心
が
再
び
明

得

屈
原
の
忠
義

心
は
同
じ
境
遇

朱
熹
だ
か
ら
こ
そ
解
明

注
46

朱

熹

の
意
図

此
樣
に
註
を
し
て
置

歌

も
し
も

の
心
も
開
か
う
か
と
云

餘
義

君
を
歎
く
の
切
な
い
心
で
な

朱
熹
自
身
の
忠
君
愛
国
の
思
い
が
将
来
の
主
君
に
理
解
さ
れ

絅
斎
は
理
解
し
て

絅
斎

に
託
さ
れ

た
朱
熹
の
鬱
屈
し
た
思
い
を
述

屈
原
の
心
情
の
解
明

朱
熹

の
境
遇
や
心
情
を
解
明

の
基
本
姿
勢

 

 

が
朱
熹
の
境
遇
・
心
情
に
言
及
す
る
例
を
挙

 

 

楚
国
は
乱
れ
て
芳
草

蘭
芷 

変
じ
て
芳

荃
蕙 

化
し
て
茅
と
為

蘭

朱
熹

芳
草
が
悪
草
と
化

言

時
に
死
ん

で
も
変
節

楚
国
で
た
だ
屈
原
一
人

と
注
す
る
の
み
で
あ
る

注
47

対

絅
斎
注

楚
の
人
々
の
変
節

に
絡
め
て
慶
元
の
党
禁
当
時
の
朱
熹
周
辺
の
状
況
に
言
及

 

 

本
方
の
根
か
ら
芳
ひ
荃
蕙
も
根
か
ら
茅

朱
子
の
僞
學
の
禁
の
時

弟
子
の
黄
勉
齋
の
李
燔
の
と
云
ふ
衆

守

其
餘
は
朱
子
の
弟
子
と
云

へ
ば
宿
も
貸
さ
ぬ
樣

朱
子
の
門
通
り
て
も
入
ら
ぬ
樣
に
あ
り
た

全
體
總
て
が
臭

只
屈
原
一
人
計

楚
辞

48

 

  

こ
の
よ
う
な
例

に
も
見
出
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矰
弋 

機
あ
や
つ

つ
て
上
に
在

罻
羅 

張
り
て
下
に
在

張
辟
を
設
け
て
以
て
君
を

娛

身
を
側ひ

そ

め
ん
と
願
へ
ど
も
所
無

罻

設
張
辟
以
娛

-

朱
熹

邪

悪
な
人

罠
を
仕
掛
け
て
君
主
の
気
に
入
ら
ぬ
者
を
中
傷
し
て
君
主
の
ご
機

嫌
を
取

被
害
を
避
け
よ
う
と
も
逃
げ
場

と
注
す
る
に
過
ぎ
な
い

注
49

絅
斎
注

 

 

屈
原

張
り
辟ひ

ら

い
て
君
を
喜

身
を
潜
め
て
居

居
り
處

朱
子
を
晩
年
に
誹

す
れ
ば
よ
い
身
代
に
な
る
と
云

奇
貨
と
云

50

 

 

朱
熹
晩
年
の
容
赦
な
き
迫
害
に
言
及

 

 

曾
て
知
ら
ず 

夏
の
丘
と
為

孰い
ず

れ
か
両
東
門
の
蕪あに

朱
熹

郢
都
の
宮
殿
・
城
門
が
廃
墟
と
化
そ
う
と
は
懐
王
は
思
い
及
ば
な
か

秦
に
攻
略
さ
れ
楚
が
陳
へ
の
東
遷
を
余
儀

僅
か
数
年

後

又
不
知
兩
東
門
亦
先
王

と
注
す
る

注
51

対
し
絅
斎

 

 

秦
か
ら
楚
を
攻
め
に
行

陳
と
云
ふ
所
へ
徙

案
の
如
く
屈
原
の
云
は

去
り
と
て
は
忠
臣
明
哲
の
言

能
く
合

朱

子
も
極
め
て
此
時
の
天
子

韓
侂
胄
に
惑
う
て
居
ら
る
ゝ

う
仰
せ
ら
れ
た

52

 

 

と
述

朱
注
に
込
め
ら
れ
た
朱
熹
の
含
意
を
明

 

 

惟
だ
天
地
の
窮
ま
り
無

人
生
の
長
く
勤
む
る
を
哀

往
者 

余
及

來
者 

吾
聞

往
者
余

-

朱
熹
は
こ
う
解
説

は
手
が
届

如
何

未
来
は
聞
き
及

正
道
を
行
く
者
が

の
者
が
幸
運

理
不
尽
に

対
す
る
天
の
審
判
を
見
届
け
ら
れ
ぬ
の
が
果
て
な
き
悲

屈
原
が
神
仙
に

不
死
を
願

遠

俗
人
と
話
す
の
は
実
に
難

往
者
之

獨
來
者
之と

注
53

末
尾

嗚
呼 

遠

是
れ
豈
に
俗
人
と
言
ひ
易

前
掲
の

の

 

悕か
な

是
れ
豈
に
俗
人
と
言
ひ
易

嗚
呼

と
重
な
る
表
現

故

絅
斎
の
注
は
こ
こ
で
も
朱
熹
に
言
及

 

 

は
屈
原
が
仙
術
に
惑
う
て
長
生
を
願

屈
原
の
思
ひ
入
れ

は
左
樣

長
生

世
の
成
れ
の
果
が
見

此
こ
と
が

云
ふ
に
云

朱
子
な
ど
の
韓
侂
胄
に
厄

申
し
上

げ
ら
れ
た
旨
が
解

案
の
如
く
宋
の
果
て
口

一
字
一
點
朱
子
の
云

は
れ
た
旨
に
判
を
捺
し
た
や
う
に
違

54

 

  

の
た
め
に
は
不
必
要
と
思
え
る
朱
熹
へ
の
殊
更
な
言
及
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屈
原
と
二
重
写

朱
熹
の
心
情
を
も
解
明
し
よ
う
と
す
る

の
特
徴
が
指
摘

 

 

結 

論 

  

本
稿

の
特
徴
二
点
を
指
摘

第
一

絅
斎
の

お
よ
び
絅
斎
の

と
の
関
連

絅
斎
の
学

問
観
の
特
色

絅
斎

道
理
の
追
究

す

な
わ
ち
具
体
的
な
事
物
に
即
し
て
考
究

体
認
し
た
道
理
を
有
り
の
ま
ま
素
直
に
発
現

学
者
の
主
体
性
・
主
観
性
を
強
調

の
構
成
・
表
現
を
継
承

忠
臣
の
事
績
・
遺
言
と
い
う
具

体
的

に
即
し
て
身
を
以
て
君
臣
倫
理
を
体
認

に
よ
る
学
び
の
書

の
屈
原
観
も
ま
た

の
そ
れ
を
継
承
す
る

の
講
義
に
基
づ
く

格

忠
心
を
学
ぶ
書

の
延
長
線
上

朱
熹

お
よ
び

の
屈
原
観
を
継
承

詳
述
し
宣
揚
す

 

 

第
二

屈
原
と
朱
熹
と
の
二
重
写

心
情
の
解
明

朱
熹

楚

を
屈
原

忠
君
愛
国
の

か
ら
已
む
能
は
ざ
る
の

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
と
捉

讒
言
に
よ
り
追
放
さ
れ
て
も
君
主
を
思
い
続
け
た
忠
臣
と

い
う
屈
原
観
を
明
示

慶
元
の
党
禁
で
弾
圧
さ
れ
朝
廷
を
追
わ
れ
な

が
ら
も
主
君
を
思
慕
し
続
け
た
朱
熹
自
身
の
不
遇
と
鬱
屈
し
た
心
情
と
を
重
ね
合
わ
せ

絅
斎

屈
原
の
心
情
を
明
ら
か
に

の
朱
熹
の
苦
衷
を
も
理
解
し
共
感
を
寄

心
情
を
解
明

 

 

の
特
徴
を
指
摘

絅
斎

の

基
礎
研
究
に
当

基
盤

か
ら
読
み
取
れ
る
絅
斎
の

臣
下
観
の
特
徴
を
明

絅
斎
が
生
き
た
江
戸
中
期
の
武
家
社
会

に
お
け
る
君
臣
倫
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
進

 

   
 

注 

 

の

ぺ
り
か
ん

 

に
関
す
る
一
考
察―

思
弁
的
理
か
ら
情
誼
的
理
へ―

佐
藤
直
方
の
関
心
が
朱
子
学
の
原
理
の
普
遍
化
に

対
蹠
的

日
常
生
活
に
お
け
る
義
理
の
実
践
に
尽
力

と
指
摘

 

の
原
文
に
程
朱
の
言
葉
と
自
跋
を
付
し
表
章
書
と
し
て
刊
行

殷
の
紂
王
に
よ
り
幽
囚
さ
れ
な
が
ら
そ
れ
を
全
く
怨

紂
王

を
思
う
文
王
の
惻
怛
の
心
情

韓
愈
が
推
し
量

詠
じ
た
作
品

闇
斎
の
表
章

を
基

絅
斎
は
程
朱
お
よ
び
諸
儒
の
説
を
集
録
し
て
師
闇
斎
の
意
図
を
敷
衍
し

を
著

絅
斎
は
何
度

を
講
義

高
弟
・
若
林

強
斎
が
そ
れ
を
筆
録

が
数
種
現
存

闇
斎
・
絅
斎
・
強
斎
は
君
主
に

対
す
る
絶
対
的
な
忠
義
を
説
い
て
放
伐
を
認

対

直
方
・
尚
斎
は
放
伐

を
容
認

崎
門
派
内
で
も
大
義
名
分
観
が
異

を
め
ぐ
る
崎
門
派
内
の
思
想

的
立
場
の
違

―

崎
門
派
の
学

と
思
想―

二
〇
二
一
年
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-

四
九
頁
が
整
理

 

崎
門
学
派
諸
家
の
略
伝
と

系
31

一
九
八
〇
年

-

五
八
六
頁

 

の

絅
斎
が
師
の

ハ
名
分

君
臣
ノ
大
義
ヲ
失

の
精
神
を
世

に
知
ら
し
め
ん
が
為

を
編
纂
し
た
と
語

コ
ノ

ヲ
ヨ
ク
見

聖
人
ノ

ノ

コ
ノ
書
ニ

と
断
言

内
容
・
分
量

絅
斎
の
主
著

で
あ
る
こ
と
は
言

評
価

一
二
九-

 

江
戸
時
代
に
お
け
る
楚
辞
の

注
釈
的
研
究
は
乏

僅
か
に
亀
井
昭
陽
の
楚
辞
玦
が
写
本
の
ま
ま
行
わ
れ
た
の
に
過
ぎ
な

竹
治

邦
儒
の
楚
辞
研
究
に
お
い
て

に
言
及

江
戸
時
代
に
於
け
る
本
邦
の
楚
辭
研
究

前
代
に
比
し
て
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
と
言

朱
子
学
の
普
及
と
相
俟

邦
人
の
註

釈
が
著

数
は
管
見
の
限
り
十
数
種
に
及

 

に
関
す
る
専
論

注
6
前
掲
石
本
論
考

石
本
論
考

註
釈
の

Ａ
文
学
の
始
原
と

切

情
の
重
視
と
朱
熹
と
の

Ｃ

日
本
の
事
例
の

Ｄ
惻
怛
の
心
と

の
四
つ
の
特
徴
を
挙

以
下
に
各
要
旨
を
記

Ａ
絅
斎

詩
に
内
在
す
べ
き
情
を
非
常
に
重
視

盛
唐
の
律
詩

形
式
化

明
代
の
義
理

損
な
わ
れ
た
と
い
う
史
的
変
容
を
認
識

Ｂ
朱
熹
は
詩
を

人
間
性
の
根
源
に
発
す
る
情
の
発
露

形

に
発
す
る
詩
で

絅
斎
が
詩
で
歌

と
の
関
係
で
説

明

自
然
の
本
心
の
状
態

切

理
解
さ
れ

に
は
日
本
の
事
例
を
挙
げ
て
注
釈
を
補
助
す
る
部
分

詩

に
史
的
変
容

和
歌
に
も
真
情
か
ら
技
巧
へ
の
変
容

日
中
に
共
通
す

に
あ
る
自
然
の
真
情
を
重
視
す
る
絅
斎
の
文
学
観
が
見
て

取

Ｄ
前
掲
Ｂ
と
関
連

は
情
と
接
続

心
の
離
れ
ぬ
惻
怛
の

と
解
説

を
主
君
に
ど
こ
ま
で
も
添
い
遂

切
な
い

と
す
る
絅
斎
の
認
識

が
見
て
取

絅
斎
の
理
解
で

私
的

が
公
的
関
係

と
重

が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
不
可
欠
な

絅
斎
に
尊
崇
さ
れ
た
と
考

 

諸
橋
轍
次
・
安
岡
正
篤

の
朱
子
学
・
日
本
の

子
学
大
系 

-
 

の
諸
橋
・
安
岡
監
修
書

箇
所
に
次
の
注
釈
を
付

単
な
る
観
念

て
人
間
の
そ
う
な
く
て
は
な
ら
な
い
筋
道
を
講
述

人
々
に
与
え
る
感
激

具
体

的
史
実
に
よ
る
感
動
の
痛
切
な
の
に
は
遠
く
及

史
記
の
太
史
公
自
序
の
中
に

援
か
れ
た
孔
子
の
語
に
本

 

10

は
絅
斎
の
雑
話
を
数
名
の
門
人
に
交
代
で
筆
録
さ
せ
た

文
は
読
点

適
宜
に
句
点
を
用

 

11

以
下

の
構
成
・
内
容
は

漢
文
大
系 

第
三

を

の
引
用
も
同
書
に
拠

 

12

絅
斎

注
２
前
掲
早
川
論
考

絅
斎
に
お

い
て
理
は
本
質
的
に
は
所
与
の
規
範
で
あ
る
こ
と
は
否

理
を
自
ず
か
ら
そ
う
あ
る

べ
き
事
物
の
在
り
方
の
原
理

心
と
一
体
化

義
理

為
さ
ね

ば
な
ら
な
い

本
来
そ
う
せ
ざ
る
に
は
い
ら
れ
な
い
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
情
誼
的
規

へ
と
転
化

行
為

義
理
の
ま
ま
に
や
む
に
や
ま
れ
ず
自
ず
か
ら

湧
き
出
る
心
の
動

自
体
が
行
為
す
る
主
体
の
存
在
意
義
を
問
う

義
理
の
情
誼
的
規
範
化
と
い
う
思
考
様
式

日
本
独
自
の
思
考
様
式
の
一
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端
が
指
摘

 
13

六
三
葉
表-

原
文
に
句
点

 

記
号
は
無
い
が
適
宜
補

ま
た
ヿ
や

な
ど
の
合
略
仮
名
は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ト
や
シ
テ
な
ど
に
改
め
た

以
下
同

 

14

13

 

15

13

-
 

16

注
13

-
 

17

絅
斎
の
屈
原
観
・
臣
下
観

の

を
準
備

し
公
表
を
予
定

 

18

 

-

こ
の
漢
籍
国
字
解
全
書
本
は

国
分
青
厓
所
蔵
の
写
本
に
基

図
書
館
の
酒
井
文
庫
に
同
系
統
の

と
称

所
蔵

小

浜
酒
井
本
の
奥
書

の

四
年
辛
巳
十
月
廿
八
日
而
終
于
明
年
壬
午
十
月
廿

の
書
写

は
絅
斎
高
弟
の
若
林
強
斎
の
書
斎
名

小
浜
酒
井
本
は
強
斎
が
手
写
し
た

原
本
に
基
づ
く
由
緒
の
明
ら
か
な
写
本

二
種
の
写
本
の
間
に
は
若
干
の
差
異
が

認

本
稿

の
引
用

基
本
的
に
は
漢
籍
国
字
解
全
書
本
に
拠

原
文

に
は
無
い
句
点
や
鉤
括
弧
な
ど
の
記
号
を
適
宜
補

文
意
の
補
足

 

括

引
用
者

の
語
釈

 

括

表
示

漢
籍
国
字
解
全
書
本
と
小
浜
酒
井
本
と
の
間
の

差
異

次
の
凡
例
に
拠
り
注
記

煩
を
避
け
る
た
め
微
細
な
差
異
は

注
記

 

・
小
浜
酒
井
本
は
原
本
に
基
づ
き
漢
字
カ
タ
カ
ナ
で
表
示

 

・
両
者
の
字
句
の
差
異

漢
籍
国
字
解
全
書
本
の
差
異
の
存
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付

続
け
て
小
浜
酒
井
本
の
字
句

 

括
り
傍
線
を
付
し
て
表
示

 

・
漢
籍
国
字
解
全
書
本
に
無

小
浜
酒
井
本
に
の
み
有
る
箇
所

該
当
箇
所
に
小

浜
酒
井
本
の
字
句

 

括

表
示

 

・
漢
籍
国
字
解
全
書
本
に
の
み
有

小
浜
酒
井
本
に
無
い
箇
所

箇
所

 

で
括

表
示
す
る 

19

注
18
前
掲

-
-

九

-

此
情
を
詞
遣
ひ
で
知
る
が
宜

君
臣
の

至
親
至
切
の
忠
義
の
心
を
赤
裸
に
し
て
見

楚
辭

見

 

20

注
18
前
掲

 

21

注
18
前
掲

に
対
す
る

 

22

の

-

-
 

23

注
22

へ
の
沈
潜
の
結
果

精
神
を
更
に
明
ら
か
に
す
べ
く
出
で
来
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
量
せ
し
め

 

24

本
稿

を
広
く
捉

の
注
釈

の
専
論
で
あ
る
注
６
前
掲
石
本
論
考

本
邦
の
楚
辞
注
釈
の
中

註
釈
の
範
囲
・
内
容
と

も
に
圧
巻
と
言
え
る
著
作

楚
辞

を
注
釈
と
見

 

25

を
読
む―

悲
劇
の
忠
臣
・
屈
原
の
人
物
像

―

東

北
大
学
出
版
会

 

の

 

26

 

27

と
そ
の
注
釈
者

の

み
の
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28

の

の
文
学
史―

韓
愈

先
の

の
引
用
箇
所
に
関

司
馬
遷
は
屈
原
を
取
り
上

己
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

後
世
の
読
者

才
能

順
調

来

上
に
い
る
も
の
の
無
理
解
あ
る
い
は
同
輩
の

妨
害

才
能
の
発
揮
が
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
点

自
己
同
化
を
行
う
こ
と
が
可
能
な

と
述

司
馬
遷
の
屈
原
観
が
後
世
の
読
者
に
受
容
さ
れ
る
要
素
を

示
唆

 

29

注
27

頁
 

30

の
本
文

に
拠

な
お
部
分
的
な
現
代
日
本
語
訳
が
注
27
前
掲
小
南
論
考
三
九
七-

三
九
八
頁
に
見

 

31

注
18
前
掲

-
 

32

注
18
前
掲

 

33

注
18
前
掲

-
-

七
二
頁 

34

注
18
前
掲

-
-

 

35

注
27
前
掲
小
南
論
考
の
第
五
章 

第
五
節
に
次
の
よ
う
に
指
摘

朱
熹

に
心
を
こ
め
て
屈
原
の
心
情
を
説
明

彼
自
身
の
心
を

言

良

自
分
に
対
し
て
不
公
平
な
世

生
き

延

結
末
ま
で
見
た
い
と
願

朱
熹
自
身

の
序

文
に
見

志
は
当
時
の
世
に
誤
解

後
世
に
も
理
解

千
載
の
後

に
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
者
を
待

屈
原
で
も
あ
る
と
同
時
に
朱
熹
自
身

俗
人
た
ち
に
は
理
解
さ
れ
ぬ
自
ら
の
志

千
載
の
後
の
知
己
に
明
ら
か
に
し
て

も
ら
う
た
め
の
媒
介
と
し
て

を
編

序
文
に
二
重
の
意
味
を
重

ね
て
読
む
こ
と
が
可
能

 

36

の
事
跡

707

の
知
的
遺
産
19 

Ⅱ

の

に

 

を

 

37

30
前
掲

 

38

注
27

ま
た
注
28
前
掲
大
木
論
考
の
第
五
章

司
馬
遷
は
屈
原
を
取

り
上

己
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

と
述

朱
熹

に
も
当

朱
熹
は
屈
原
の
心
意
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
自
身
の
思
い
を
も
語

思

怨

 

39

注
18
前
掲

 

40

ぺ
り
か
ん

 

41

注
22

 

42

の
版
本
お
よ
び
崎
門
派
で
の
評
価

朱
子
学
と

-

四
三
五
頁
を

 

43

黄

巻

デ

に
は
句
読
点
は
無
い
が
適
宜
補

 

44

H
a
t
hi
Tr
us
t D

ig
it
al Li

br
ar
y

に
は
句
読
点
や
段
落
は
無
い
が
適
宜
補

漢
字
は
繁
体
字
に
統
一

 

45

注
18
前
掲

 

46

他
に
例

注
18
前
掲

の

の
絅
斎
注

繾
綣
と
君
に
結
ぼ
ゝ

れ
て
在
る
心
の
解

忠
臣
の
心
の
至
極

斯
樣
な
處
を
極

味
は
ふ
筈

斯
樣
な
處

朱
子
の
發

數
千
載
埋
れ
た
屈
原
が
心
が
明

と
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47

30
前
掲

-
 

48

注
18
前
掲

 

49

30
前
掲

 

50

注
18
前
掲

-

注
43

前
掲

朱
熹
を
誹
謗
中
傷
す
れ
ば
利
益

奇

と
呼
ん
だ
こ
と
が
見

 

51

注
30
前
掲

 

52

注
18
前
掲

三
七-

 

53

30
前
掲

-
 

54

注
18
前
掲

-
一
二
句

 

 

 

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究(

Ｃ)

に
お
け
る
日
本
楚
辞

学
の
位
置
づ
け
と

19
K0
03
77

成
果
の
一
部

で
あ

 

  

                         

矢
羽
野 

隆
男

や
は
の
・
た
か
お

 
 

一
九
六
五
年
生

四
天
王
寺
大
学
人
文
社
会
学
部
教
授

は
中
国

学

単
著

年
二
月

共
著

懷
徳
堂
研
究 

汲
古
書
院

一
八
年
十
一

主
要
論
文

泊
園
書
院

―

徂
徠
学
の
継
承
と
展
開
と―

中
国
研
究
集

刊

九

四
年
十
二
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